
◎　施策の基本情報

1　施策の目指す姿の実現に向けた主な取り組み実績

２　成果指標

３　成果指標の達成状況

関係課名施策№ 2

施　策　評　価　シ　ー　ト　（ 平 成 ２ ５ 年 度 実 績 評 価 ） 

希望する仕事に就き、安心し
て働いています
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施策名
勤労者福祉の向
上

施策の
目指す姿

安心して働ける環境が整って
います。

・従業員規模が５人以下の小規模な事業所は、市内の全事業所の６６％を占めており、単独で充実した福利厚生を整備す
ることが困難な状況にあります。

Ｈ２８
(基準年度)

菊池　郁哉政策№ 1-6 政策名

(1)勤労者福祉の向上
○中小企業のための退職金共済制度への加入促進
　・退職金共済制度に加入する中小企業者に対し、掛け金の一部を補助
○勤労青少年のための各種講座の開催
　・勤労青少年ホームにおいて各種講座を開催し、勤労青少年の余暇活動を支援
○勤労者への資金貸付制度の実施
　・金融機関との連携による生活安定資金、住宅資金、教育資金を創設し、勤労者の生活安定と福祉の向上を支援
○子育てにやさしい職場づくりへの支援
　・育児休業等の子育てに関する各種施策についての啓発

成果指標名
成果指標設定の考え方

（なぜ、この指標で成果を測ることにしたの

か）

成果指標の測定企画

（どのように実績を把握するのか）
Ｈ２３ Ｈ２４

Ｈ２５
Ｈ２６ Ｈ２７

実績値 - 40.6 41.7

職場の福利厚生や
ワーク・ライフ・バランス
（仕事と生活の調和）
に満足している勤労者
の割合

勤労者が職場における
十分な福利・厚生を受け
ており、安心して働いて
いるか示す指標

出典：市民アンケート
（新規）
問：あなたは、職場の福
利厚生やワーク・ライ
フ・バランス（仕事と生
活の調和）に満足して
いますか？
１）満足している、２）ど
ちらかというと満足を選
択した人を集計
※分母は、回答者数か
ら無回答者を減じた数
(設問を『お勤めしてい
る方にお聞きします』と
しているため）

％

目標値 44.0 47.0 50.0

目標値

実績値

目標値

実績値

達成度 達成状況に関する背景・要因

・「職場の福利厚生やワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）に満足している勤労者の割合」は、ワークライフバランス
は、「仕事」、「家庭生活」、「地域、個人の生活」など、様々な要素から構成され、個人によりそのバランス度や優先度も異な
ることから、背景・要因を分析することは容易ではないが、勤労者福祉施策の成果が現れているものと考えられる。

－施策評価シート1－



４　施策を構成する事務事業一覧

５　施策を構成する事務事業の検証

勤労青少年ホームにおいて各種講座を開催し、勤労青少年の余暇活動を支援
（開設講座数：186回）

（課題）
・中小企業退職金共済制度や勤労者資金貸付事業を知らない者も多い。

（今後の方向性）
・中小企業退職金共済制度や勤労者資金貸付制度の更なる周知を図る。

1

番
号

事務事業名 担当課 施策
への

貢献度
貢献度の判断理由

事業内容（実績）

労働環境改善支援事業 商工労政課

Ａ
充実した退職金を確保すること
に貢献している。退職金共済制度に加入する中小企業者を支援

（補助件数：859件、補助金額：2,183千円）

2-1

勤労者福祉充実事業 商工労政課

Ａ

余暇を楽しむための多様な講座
を開催することで、メンタル的に
安定した状況を保つことに貢献
している。

2-2

勤労者福祉充実事業 商工労政課

Ａ
資金貸付により、生活や福祉の
確保に貢献している。原資を金融機関に預託し、勤労者の生活安定と福祉の向上を支援

（融資件数：30件）

６　施策の総合的な評価

（①市民ニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストのわりに成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はない
か）

（施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか）

（新たに取り組むべき事業はないか）
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